


マウスi PS細胞作製の論文発表から

20周年を迎えました

京都大学の山中伸弥教授(iPS財団理事長）のグル ー プが2006年にマウスiPS細胞の作製成功

を論文発表してから、今年は20周年を迎えます。iPS財団も記念イベントを企画しています。
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「マウスiPS細胞の論文を発表してから20年が経ちます。この

間、日本では10以上の疾患について、iPS細胞を使った臨床試

験が行われ、本年3月には、パ ー キンソン病と心疾患のiPS細胞

由来の再生医療2製品が条件および期限付きで承認されました。

(1ペ ージ参照）これらの臨床試験や2製品には、iPS財団のメ

ンバ ーが製造した臨床用iPS細胞ストックが使用されています。

臨床用iPS細胞ストックの作製は困難を極めましたが、多くの関

係者のご支援とメンバ ーの不断の努力のおかげで、ここまで辿り

つくことができました。この場をかりて感謝申し上げます。iPS細胞の実用化はまだ道半ばです。

今後もiPS財団は一 丸となって研究者や企業がiPS細胞の医療応用を実現できるようにサポ ー ト

をし続けたいと思います。」
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iPS財団に関係する出来事
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マウスiPS細胞作製の論文発表

ヒトiPS細胞作製の論文発表

国立大学法人京都大学iPS細胞研究所(CiRA)
内に細胞調製施設（FiT)完成

臨床用iPS細胞ストックの提供開始

CiRAの一 部機能が分離し、
公益財団法人京都大学iPS細胞研究財団として活動開始

2023年 臨床用HLAゲノム編集iPS細胞ストックの提供開始

2024年大阪・中之島クロス(NQ)内に「my iPS®研究所」が完成

2025年

ヒトiPS 細胞のコロニ ー （集合体）

提供：京都大学教授山中伸弥

NQ内に「Yanai my iPS製作所」が完成
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゜ 2026年10月17日（土）に京都大学百周年記念ホ ー ルで一 般の方対象シンポジ

ウムを開催します。京都市、CiRA、当財団の共催イベントで、山中伸弥理事長も

講演します。参加申し込み等の情報は、当財団ウェブサイトで今後掲載予定です。

◎ 2026年10月 20日 ー 22日に京都大学百周年記念ホ ー ルで研究者対象の

iPSC20 Annive「sary Symposiumが開催されます。国際幹細胞学会

(ISSCR)、CiRAが共催し、当財団はブ ー ス出展します。

詳細は、右記QRコ ー ドのISSCRウェブサイトでご確認ください。
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